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2Np-5　　　カルボキシメチルセルロースーゼラチン分子複合体一水系の熱自釧ヽ生質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○山崎恵美子　中村邦雄（大妻女大）

且鼓　これまでにポリアニオンとして天然高分子電解質のCMCやアルギン酸を用い、ポ

リカチオンとして金属イオン、キトサン、ポリリシンなどを用いてイオン結合による架
橋形成により分子複合体を調製し、その物性を測定してきた。本研究ではカルボキシメ

チルセルロース（ＣＭＣ）とゼラチンの分子複合体を調製して主として水吸着状態の熱的性

質を明らかにした。

実験　CMC-ゼラチン分子複合体（CMC-gela）はCMC、ゼラチンのモル分率を変えて混合

し、酢酸を用いてpHを等電点以下にして架橋形成を行い調製した。試料フィルムは

FT-IRスペクトル、ＤＳＣによるガラス転移温度（Tg）および不凍水量（Wnf）を測定し、

また膨潤率を測定した。

結果FT-IRスペクトル測定の結果から1700から1750cm"'付近にCMCおよびゼラチン単独
ではみられない新らたな吸収バンドが出現し、CMCとゼラチンが分子複合体を形成して

いることが分かった。 CMC-gelaの乃はモル分率の増加とともに高くなり、モル分率が0.5

の時に極大値を示し、それ以上では低下する傾向が認められた。不凍水量はモル分率の

増加とともに減少し、0.5で極小値をとり、それ以上では増加する傾向が見られた。また、

厚さ方向の膨潤率はモル分率の増加とともに低下し、0.5で極小値を示し、それ以上では

増加する傾向が認められた。これらのことからCMC-gelaはモル分率が0.5付近で最も安定

した密な高次構造を形成していることが分かった。

2Np-6 高分子の有機化合物吸着特性(６)－ポリペプチドの吸着等温線

　○金渾　等

　　(福島大)

　目的繊維を主とする高分子素材に対する有機化合物の吸着のメカ
ニズムを解明し，選択的吸着材料を設計することを目的とする。　そ

のために，吸着現象の系統的な検討を行う。　これまでに｀，各種繊維，
合成ポリペプチド等に対する揮発性有機化合物の吸着を検討した結
果，高分子の微妙な分子構造が反映されることを見出した。今回は，
アルコールと無極性化合物の吸着の吸着等温線の比較を行い，吸着
機構について考察する。
　方法　高分子材料：！合成ポリペプチド：アミノ酸のＮ-
ｼ無水物の重合により合成した。　″アミノ酸：Gly ，

L-Val, L-Leu, Dし-Val, DL-Leu等。＃揮発性有機化合
アルコール，N,N-ジメチルフォルムアミド（DMF）,ジオ
0 -ジクロロベンゼン（DCB）,デカン' p-キシレン，アニソ
市販特級品を用い
　吸M実』虹：有機
間さらし，吸着物
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化でＬ験_：有機化合物の蒸気にポリペプチドを主に2 5°C
し，吸着物質を酢酸エチルに抽出してＧＣ分析（装
Ａ）した。化合物の蒸気圧と吸着量の関係等を検討し

　アルコールの吸着量は，その蒸気圧の増加ととも
し，その傾きは途中から急に変化した。すなわち，
起こると見られた。さらに，ポリペプチドの分子構
を論ずる。
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